
平成２０年大分県観光統計調査（１月～１２月・確報）の概要

平成２１年７月２４日

平成２３年８月４日改訂

平成２４年 月 日改訂

大分県企画振興部観光・地域振興局

・平成２０年の宿泊客数は３９４万人で、対前年比－３.２％(平成１９年－０.１％)であった。

・宿泊客のうち、国内宿泊客数は３６３万人で、対前年比－３．５％(平成１９年－０．９％)であった。

居住地別では、福岡県からの宿泊客が最も多く、次いで大分県内、関東地域からの宿泊客の順であっ

た。

・外国人宿泊客数は３０万人で、対前年比－０.２％（平成１９年＋１４.５％）であった。国籍別では、

韓国からの宿泊客が最も多く、次いで台湾、中国の順であった。

１ 平成２０年の県内宿泊客の動向

平成２０年の宿泊客数は３９４万人で、平成１９年と比べ３.２％減少した。

月別で宿泊客数の動向をみると、前年よりも増加した月は、７月、９月、１０月の３月であった。９月、

１０月については、チャレンジ！おおいた国体・おおいた大会開催にかかる選手、役員等の宿泊の影響に

よるものと考えられる。

また、月別宿泊客数が最も多いのは８月で４２万人、最も少ないのは６月で２６万人であった。

平成２０年月別県内宿泊客数(確報)

２ 国内宿泊客の動向

平成２０年の国内宿泊客数は３６３万人で、平成１９年と比べ３.５％減少した。

発地別の宿泊客の構成比では、福岡県からの宿泊客数は９５万人で最も多く２６.９％を占め、次いで
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大分県内が１９.９％、関東地方が１５.２％の順であった。

平成１９年と比較すると、関東、近畿、中部地方からの宿泊客が増加したが、大分県内、福岡県、その

他の九州各県等からの宿泊客は減少した。

表 1 国 内 発 地 別 宿 泊 客 数

宿 泊 客 数 前 年 比

(人 ） （ ％ ）

大 分 県 内 723 , 2 82 -4 . 5

福 岡 県 947 , 9 79 -3 . 0

そ の 他 九 州 ・ 沖 縄 504 , 5 95 - 10 . 8

中 国 ・ 四 国 350 , 7 68 - 10 . 8

近 畿 305 , 4 59 +3 . 6

中 部 183 , 0 08 +7 . 7

関 東 552 , 2 18 +3 . 6

東 北 ・ 北 海 道 64 , 3 60 -7 . 8

国 内 宿 泊 客 計 3 ,631 , 6 69 -3 . 5

３ 外国人宿泊客の動向

平成２０年の外国人宿泊客数は３０万人で、平成１９

年と比べて０.２％減少した。

外国人宿泊客の国籍別構成比をみると、韓国からの宿

泊客が２３万人で最も多く、外国人宿泊客全体の７７％

を占める。次いで台湾、中国、香港の順であった。

月別に宿泊客の動向をみると、１月から６月までは前

年同月比で約２割増の高い水準であったが、７月以降６

か月連続で前年を下回った。特に１２月は前年に比べ大

幅に宿泊客が減少した。

平成２０年月別県内外国人宿泊客数
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４ 市町村別宿泊客

平成２０年の市町村別宿泊客数で最も多いのは別府市で１８２万人、全体の４６.３％を占める。

対前年比では新しいホテルがオープンした大分市が３割以上増加しているが、その他の市町村は減少し

ている。

表 ２ 市 町 村 別 宿 泊 客 数

宿 泊 客 数 (人 ) 構 成 比 (％ ) 前 年 比 （ ％ ）

大 分 市 695 , 6 7 6 17 . 7 +31 . 5

別 府 市 1 , 8 22 , 4 5 0 46 . 3 - 4 . 9

日 田 市 264 , 9 3 0 6 . 7 -18 . 4

竹 田 市 145 , 4 1 2 3 . 7 -10 . 1

由 布 市 300 , 2 7 9 7 . 6 -13 . 0

九 重 町 176 , 4 9 0 4 . 5 -15 . 7

そ の 他 の 市 町 村 5 31 , 2 7 9 13 . 5 - 8 . 7

県 計 3 , 9 36 , 5 1 6 100 . 0 - 3 . 2

５ 県内交流客数

・有料観光施設(入場者数) 5,303,606人 (対前年比 -9.6％）

・道の駅 （レジ打ち数） 3,029,805回（ 同 +4.8％）

・大分空港（乗降客数） 1,729,635人（ 同 -5.0％）

・県内港湾乗降客数 1,979,307人（ 同 -6.2％）

・高速道路（1日の出入通過台数） 78,518台（ 同 +5.5％）

※有料観光施設は以下の２９施設の入場者の合計

大分マリーンパレス水族館「うみたまご」、高崎山自然動物園、スギノイパレス、アクアビート

セントレジャー城島高原パーク、ワンダーラクテンチ、別府・近鉄ロープウェイ、別府地獄組合、

日本の竹博物館、ハーモニーランド、大分県マリンカルチャーセンター、臼杵石仏、風連鍾乳洞、

岡城阯、滝廉太郎記念館、稲積水中鍾乳洞、朝倉文夫記念館、くじゅう花公園、九州湯布院民芸村、

福澤旧居・資料館、サッポロビール新九州工場、地底博物館鯛生金山、昭和の町、富貴寺、真木大

堂、熊野磨崖仏、九州自然博物公園アフリカンサファリ、安心院葡萄工房、国東市歴史体験学習館

「弥生のムラ」


